


したがって，信頼がある編集でも繰り返し編集される場
合には，本提案手法により信頼度を適切に判断すること
は困難であると考えられる．

5 おわりに
本稿では，Wikipedia における信頼度の定義を行い，

信頼度の算出方法についての提案を行った．Wikipedia
における著者の信頼度を算出するために，著者が行った
編集に対する記事の編集部分を評価することによって，
信頼度を算出した．信頼度の算出を行うため，著者が
Wikipedia上において行った編集行為の結果が直接表現
されているため，編集履歴を用いた．
本研究では， Wikipedia の編集を記事の追記，削除，

置換の三つの形態として分類できると考えた．この方法
により，編集履歴から著者の行った編集部分を記事の編
集履歴の前後を比較することによって特定した．そし
て，特定された編集部分からその後の記事の編集履歴を
たどることによって，著者の編集履歴の維持割合を特定
した．その割合から，著者に対する信頼度を算出した．
評価実験において，提案手法が有効であるかどうかを

確かめるために，実際のWikipediaの編集履歴を用いて
評価実験を行った．著者の編集回数ごとに分類して評価
実験を行った結果，提案手法が大規模なデータにおいて
有効であることを確かめた．
今後の課題として，適切な編集回数を設定する方法に

ついて考えている．実験結果において，著者自身が行っ
た編集操作の結果，その著者の信頼度が低下する場合が
あった．また，繰り返し編集部分が削除されたり追記さ
れる場合においても適切な信頼度を算出することができ
なかった．そのため，編集内容についても考慮した信頼
度の算出を行う必要があると考える．
また，信頼度の提示方法についても課題であると考え

ている．本研究では，評価実験のように過去の編集時点
における信頼度を算出することができるが，新たな編集
を行った場合には即座に信頼度を算出することができな
い．また，大規模な計算が必要であるため，計算量の削
減が必要である．さらに信頼度に応じて記事の色分けを
行うなど，利用者に対して直感的に理解可能な信頼度提
示手法を検討する必要があると考えている．
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